
令
和
８
年
４
月
17
日
の
定
時
総
会
を
経

て
、
令
和
８
年
度
北
大
阪
商
工
会
議
所
青

年
部
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
月
は
北
大
阪
商
工
会
議
所 

会
頭 

佐
々
木
啓
益
様
と
、
令
和
８
年
度
青
年
部

会
長
に
就
任
し
た
第
45
代
会
長
の
鳳
山
成

志
君
と
の
対
談
を
お
届
け
し
ま
す
。

 

鳳
山
会
長
：
本
日
は
ご
多
用
の
中
、
貴
重

な
お
時
間
を
頂
戴
し
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
先
日
の
定
時
総
会

で
は
温
か
い
ご
祝
辞
を
賜
り
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
青
年
部
活
動
に
対
し
、
多
大

な
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
本
日
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

佐
々
木
会
頭
：
ご
就
任
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
青
年
部
の
皆
様

に
は
、
日
頃
よ
り
本
会
活
動
に
多
大
な
る

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
青
年
部
の
皆
様
の
ご
尽
力

も
あ
り
、
会
員
数
が
創
立
以
来
最
多
と
な

る
４
、２
７
８
社
を
超
え
、
現
在
も
更
新
を

続
け
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
青
年
部
の
皆

様
が
、
日
頃
か
ら
会
員
増
強
活
動
や
商
工

会
議
所
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る

賜
物
で
す
。
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
８
年
度
も
4
0
0
名
近
く

の
メ
ン
バ
ー
が
在
籍
す
る
頼
も
し
い
組
織

を
運
営
さ
れ
る
鳳
山
会
長
と
の
対
談
を
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鳳
山
会
長
：
過
分
な
お
言
葉
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
は
、
物
価
高
騰
や
人
手
不

足
と
い
っ
た
厳
し
い
環
境
の
中
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
青
年
部
の
活
動
が
地
域
の
活

力
に
つ
な
が
る
と
信
じ
、
仲
間
と
の
つ
な

が
り
や
学
び
を
大
切
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
商
工
会
議
所
の
原
点

で
も
あ
る
「
提
言
活
動
」
を
メ
ン
バ
ー

に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
例

会（
全
国
最
年
少
の
男
性
市
長
・
女
性
市

長
を
講
師
に
招
き
）や
、
地
域
の
子
供
た

ち
に
様
々
な
職
業
を
体
験
い
た
だ
く
「
北

大
阪
ち
い
も
り
祭
」
な
ど
を
開
催
し
ま
し

た
。
ま
た
、
大
阪
・
関
西
万
博
と
い
う
世

界
的
イ
ベ
ン
ト
を
会
場
で
直
接
触
れ
る
例

会
を
実
施
し
、
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
が

自
社
業
や
地
域
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え

る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
佐
々
木
会
頭
を
は

じ
め
と
す
る
北
大
阪
商
工
会
議
所
の
皆
様

が
、
い
つ
も
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
り
、

様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

賜
物
で
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
令
和
８
年
度
も
引
き
続
き
、

商
工
会
議
所
の
一
翼
を
担
う
青
年
経
済
人

北大阪商工会議所青年部 第45代会長

鳳 山 成 志  氏

せいしょう
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対
談

北大阪商工会議所 会頭

佐々木 啓益 氏 

Ⅱ
．‌�

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
お
け
る
負
担

軽
減
措
置
の
拡
充
・
見
直
し
等

①‌�

免
税
事
業
者
等
か
ら
の
仕
入
に
係
る
負
担
軽
減

措
置
の
控
除
率
の
引
上
げ
と
適
用
期
限
の
延
長

　

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
よ
り
、
原

則
、
免
税
事
業
者
か
ら
の
仕
入
に
お
い
て
仕
入

税
額
控
除
で
き
な
い
が
、
免
税
事
業
者
の
取
引

排
除
を
防
ぐ
等
の
目
的
か
ら
、
仕
入
税
額
の
一

部
の
控
除
を
認
め
る
措
置
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
も
予
定
通
り
廃
止
・

縮
小
す
べ
き
と
い
う
方
針
で
あ
っ
た
も
の
を
、

要
望
の
結
果
、
2
0
2
6
年
10
月
以
降
の
控
除

率
を
引
上
げ
、
負
担
軽
減
措
置
の
適
用
期
限
が

２
年
間
延
長
さ
れ
た
。

②‌�

免
税
事
業
者
が
課
税
転
換
し
た
際
の
納
税
額

に
係
る
負
担
軽
減
措
置
の
延
長

　

免
税
事
業
者
が
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
に

な
っ
た
場
合
の
納
税
額
を
売
上
税
額
の
一
定
割
合

に
軽
減
す
る
措
置
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
個
人
事

業
主
を
対
象
と
し
て
、
売
上
税
額
の
３
割
に
見
直

し
た
う
え
で
、
２
年
間
延
長
。
既
に
本
措
置
を
適

用
し
て
い
る
個
人
事
業
主
も
適
用
可
能
。

Ⅲ
．‌�

中
小
企
業
の「
稼
ぐ
力
」の
強
化
に
向
け
た

税
制
の
延
長
・
拡
充

①‌�

研
究
開
発
税
制
・
中
小
企
業
技
術
基
盤
強
化

税
制
の
延
長
・
拡
充

　

令
和
８
年
４
月
13
日
当
所
常
議
員
会
の
前
に

日
本
商
工
会
議
所 

産
業
政
策
第
一
部 

鶴
岡
副

部
長
を
お
招
き
し
て「
商
工
会
議
所
・
会
員
事
業

者
の
力
で
要
望
が
実
現
！
税
制
改
正
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
ご
登
壇
い
た
だ
い

た
。
そ
の
内
容
は
、
全
国
5
1
6
商
工
会
議
所
・

1
2
4
万
事
業
者
の
民
意
を
担
う
日
本
商
工
会

議
所
か
ら
政
府
へ
の
要
望
活
動
が
実
り
、
中
小

企
業
の
経
営
に
役
立
つ
税
制
緩
和
に
つ
い
て
だ
。

ポ
イ
ン
ト
は「
事
業
承
継
」「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

負
担
軽
減
」「
中
小
企
業
技
術
基
盤
強
化
税
制
」

「
中
小
企
業
向
け
地
位
上
げ
促
進
税
制
」の
４
つ
。

今
回
は
そ
の
会
員
の
皆
様
の
総
力
で
結
実
し
た

内
容
を
お
知
ら
せ
し
て
お
き
た
い
。

Ⅰ
．‌�

事
業
承
継
税
制
の
活
用

促
進
に
向
け
た
見
直
し

　

商
工
会
議
所
の
強
力
な
要

望
に
よ
り
、
法
人
版
事
業
承

継
税
制
特
例
措
置
に
お
け
る

特
例
承
継
計
画
の
提
出
期

限
を
延
長
し
た
。
具
体
的
に

は
事
前
計
画
の
提
出
期
限
を

2
0
2
7
年
９
月
末
ま
で
１

年
６
か
月
延
長
。

※‌�

事
業
承
継
税
制(

特
例
措
置)

と
は

　

‌�

先
代
か
ら
非
上
場
自
社
株

を
贈
与･

相
続
す
る
際
の
税

負
担
が
1
0
0%

猶
予（
要

件
を
満
た
す
と
免
除
）さ
れ

る
制
度
。
2
0
2
7
年
末

ま
で
の
時
限
措
置
。

※‌�

税
制
活
用
ま
で
の
基
本
的
な
手
続
き
の
流
れ（
贈
与
の
場
合
）

Step

１
：‌�

特
例
承
継
計
画
を
都
道
府
県
庁
へ
提

出
す
る
〈2
0
2
7
年
９
月
末
ま
で
﹀

Step

２
：‌�

後
継
者
が
自
社
の
役
員
に
就
任
す
る

〈代
表
取
締
役
就
任
直
前
ま
で
﹀

Step

３
：‌�

後
継
者
が
代
表
取
締
役
に
就
任
し
、

先
代
か
ら
自
社
株
を
譲
り
受
け
る

〈2
0
2
7
年
12
月
末
ま
で
﹀

Step

４
：‌�

認
定
申
請
書
を
都
道
府
県
庁
へ
提
出

し
認
定
を
受
け
る
〈贈
与
を
受
け
た
翌

年
の
１
月
15
日
ま
で
﹀

　

３
年
間
延
長
し
、
中
小
企
業
技
術
基
盤
強
化

税
制
に
繰
越
控
除
措
置
を
導
入
、
重
点
産
業
分

野
を
対
象
に
し
た
戦
略
技
術
領
域
型
を
創
設
し

た
。
繰
越
控
除
の
導
入
は
11
年
ぶ
り
で
複
数
年

で
の
措
置
は
初
め
て
で
あ
る
。

※‌�

Ａ
Ｉ
、
先
端
ロ
ボ
ッ
ト
、
量
子
、
半
導
体
・

通
信
、
バ
イ
オ
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
フ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
宇
宙
等
の
重
点
産
業

技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
が
対
象

②
大
胆
な
設
備
投
資
促
進
税
制
の
創
設

　

‌�

国
内
に
お
け
る
大
規
模
で
高
付
加
価
値
な
投

資
を
推
進
す
る
た
め
、
新
た
な
設
備
投
資
減

税
が
創
設
さ
れ
た
。

※‌�

産
業
競
争
力
強
化
法
に
基
づ
く
計
画
の
確
認

手
続
き
を
受
け
た
事
業
者

※
控
除
上
限
…
法
人
税
額
の
20
％

※‌�

事
業
環
境
の
急
激
な
変
化
に
係
る
対
応
計
画

の
認
定
を
受
け
た
事
業
者

Ⅳ
．
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
強
化
に
資
す
る
税
制

①‌�

中
小
企
業
向
け
賃
上
げ
促
進
税
制
の
維
持
・
継
続

　

大
幅
な
賃
上
げ
が
実
施
さ
れ
る
中
、
も
は
や

税
制
に
よ
る
後
押
し
は
不
要
と
い
う
方
針
で

あ
っ
た
が
、
商
工
会
議
所
の
強
力
な
要
望
に
よ

り
中
小
企
業
向
け
賃
上
げ
促
進
税
制
は
死
守
さ

れ
た
。
一
方
で
大
企
業
向
け
税
制
は
2
0
2
5

年
度
末
で
廃
止
、
中
堅
企
業
向
け
税
制
は

2
0
2
6
年
度
末
で
廃
止
、
教
育
訓
練
費
増
加

に
よ
る
上
乗
せ
措
置
は
2
0
2
5
年
度
末
で
廃

止
さ
れ
た（
中
小
企
業
向
け
賃
上
げ
促
進
税
制
に

お
い
て
も
、
教
育
訓
練
費
増
加
に
よ
る
上
乗
せ

措
置
は
廃
止
）。

②‌�

少
額
減
価
償

却
資
産
の
損

金
算
入
特
例

の
延
長
・
拡
充

　

３
年
間
延
長

し
、
対
象
と
な

る
取
得
価
額
を

40
万
円
に
引
上

げ
ら
れ
た
。

③‌�

従
業
員
へ
の

「
食
事
補
助
」

に
対
す
る
非

課
税
上
限
の

引
上
げ

　

従
業
員
へ
の

福
利
厚
生
の
強
化
と
手
取
り
増
を
後
押
し
す
る

た
め
、「
食
事
補
助
」の
非
課
税
上
限
額
が
月
額

７
、
5
0
0
円
に
引
上
げ
ら
れ
た
。
従
業
員
が

食
事
代
金
の
半
額
以
上
を
負
担
し
、
か
つ
補
助

額
が
月
額
７
、
5
0
0
円
以
下
の
場
合
、
所
得

税
が
非
課
税
に
な
る
。
社
食
や
弁
当
等
の
代
金

補
助
、
商
品
券
等
の
提
供
等
の
方
法
が
可
能（
金

銭
に
よ
る
支
給
は
対
象
外
）。

全
国
5
1
6
商
工
会
議
所
・
1
2
4
万
事
業
者
の
力
で

要
望
が
数
多
く
実
現
！
令
和
８
年
度
税
制
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

研究開発税制・中小企業技術基盤強化税制の
延長・拡充

大胆な設備投資促進税制の創設

中小企業向け賃上げ促進税制の維持・継続

少額減価償却資産の損金算入特例の延長・拡充

食事補助の例

22 The NORTH 2026 JuneThe NORTH 2026 June The NORTH 2026 JuneThe NORTH 2026 June 11

青年部 Young Entrepreneurs Group Information Feature



の
団
体
と
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

佐
々
木
会
頭
：
頼
も
し
い
ご
報
告
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
地
域
経
済
の
縮
小

と
い
う
課
題
に
直
面
す
る
中
、
次
代
の
地

域
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
Y
E
G
の
皆
様
の
行

動
力
と
創
造
力
が
、
北
大
阪
地
域
活
性
化

の
大
き
な
鍵
と
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
、
北
大
阪
商
工
会
議
所
と
し

て
は
、「
地
域
の
企
業
を
、
未
来
へ
つ
な

ぐ
。」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
地
域
と

企
業
、
人
と
人
を
結
ぶ
役
割
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
果
た
し
、
枚
方
市
・
寝
屋
川
市
・

交
野
市
の
経
済
を
下
支
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
そ
の
具
体
的
な
方
針
と
し
て
、
骨
太
の

基
本
方
針（
Ⅰ 

渋
沢
栄
一
の
原
点
回
帰
と

「
稼
ぐ
力
」
の
強
化
、
Ⅱ 

新
会
館
建
設

を
「
変
革
の
起
点
」
と
す
る
、
Ⅲ 

「
I
T

戦
略
拠
点
」
と
し
て
支
援
力
の
強
化
、
Ⅳ 

現
場
主
義
の
徹
底
と
経
営
支
援
の
強
化
、

Ⅴ 

事
務
局
・
情
報
セ
ン
タ
ー
の
組
織
力

強
化
と
職
員
の
資
質
向
上
）を
定
め
て
お

り
ま
す
。

　
青
年
部
の
皆
様
と
の
連
携
も
更
に
深
め
、

一
致
団
結
し
て
北
大
阪
地
域
の
発
展
に
貢

献
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

鳳
山
会
長
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
本
会
の
方
向
性
を
踏
ま
え
、
青

年
部
と
し
て
も
、
よ
り
実
践
的
か
つ
地
域
に

根
差
し
た
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
は
、「
感
謝
×
全
力
×
挑

戦
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
ま
し
た
。
青

年
部
の
活
動
は
、
歴
代
の
諸
先
輩
方
が
築

い
て
こ
ら
れ
た
礎
、
本
会
の
ご
支
援
、
そ

し
て
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
が
あ
っ
て
こ

そ
成
り
立
つ
も
の
で
す
。
そ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
原
点
と
し
、
何
事
に
も
全
力
で
取

り
組
み
、
そ
の
積
み
重
ね
の
先
に
挑
戦
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
単
な
る
自
己

成
長
に
留
ま
ら
ず
、
会
員
企
業
の
発
展
、

そ
し
て
地
域
経
済
の
活
性
化
へ
と
つ
な
げ

て
い
け
る
一
年
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

佐
々
木
会
頭
：
大
変
意
義
深
い
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
す
ね
。
近
年
、
物
価
高
騰
や
人
材
不

足
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
な
ど
、
事
業
者

を
取
り
巻
く
環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に

お
い
て
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が

持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
変

化
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
続
け
る
姿
勢
が
不
可

欠
で
す
。
青
年
部
の
皆
様
が
現
場
の
感
覚

を
活
か
し
、
新
た
な
視
点
で
地
域
に
刺
激

を
与
え
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
本
会
に

と
っ
て
も
大
変
心
強
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

鳳
山
会
長
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
青

年
部
は
学
び
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
実

践
の
場
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
例

会
や
事
業
を
通
じ
て
得
た
気
づ
き
を
、
自

企
業
へ
持
ち
帰
り
、
成
果
へ
と
つ
な
げ
る
。

そ
の
循
環
が
地
域
経
済
の
底
上
げ
、
ひ
い

て
は
会
員
企
業
の
持
続
的
な
発
展
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
会
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
深
め
、

青
年
部
の
活
動
を
地
域
全
体
へ
波
及
さ
せ

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

佐
々
木
会
頭
：
青
年
部
は
、
本
会
の
活
動

を
支
え
る
重
要
な
組
織
と
し
て
、
一
体
と

な
っ
て
地
域
経
済
の
発
展
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

青
年
部
の
率
直
な
意
見
や
活
発
な
行
動
は
、

本
会
に
と
っ
て
も
貴
重
な
財
産
で
す
。
世

代
や
立
場
の
違
い
は
あ
れ
ど
、
目
指
す
と

こ
ろ
は
同
じ
で
あ
り
ま
す
。
互
い
に
連
携

を
強
化
し
、
情
報
共
有
を
密
に
し
な
が
ら
、

地
域
経
済
の
持
続
的
発
展
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

鳳
山
会
長
：
心
強
い
お
言
葉
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
青
年
経
済
人
と
し
て
の

責
任
を
自
覚
し
、
感
謝
を
胸
に
全
力
で
挑

戦
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
度
も
北

大
阪
Y
E
G
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

佐
々
木
会
頭
：
こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
青
年
部
の
皆
様
の
さ

ら
な
る
飛
躍
を
心
よ
り
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
と
も
に
北
大
阪
地
域
の
未
来
を
切
り

拓
い
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

 

■ 

対
談
を
終
え
て

鳳
山
会
長
：
本
日
は
大
変
貴
重
な
お
時
間

を
頂
戴
し
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
会
頭
よ
り
頂
戴
し
た
お
言
葉
を
胸

に
、
本
年
度
も
青
年
経
済
人
と
し
て
の
責

務
を
果
た
す
べ
く
、
会
員
拡
大
と
組
織
力

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
自

企
業
の
発
展
は
も
と
よ
り
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
寄
与
で
き
る
青
年
部
で
あ
り
続

け
ら
れ
る
よ
う
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

佐
々
木
会
頭
：
こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
青
年
部
の
皆
様
の
情
熱

と
行
動
力
に
は
、
商
工
会
議
所
と
し
て
も

大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も

自
社
の
発
展
、
そ
し
て
地
域
社
会
の
発
展

の
た
め
、
と
も
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
歩

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
青
年
部

の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
心
よ
り
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

地域（枚方市・寝屋川市・交野市）の未来を牽引し、次代を
担う若手経済人が集う北大阪YEG。本年度は、地域共創委員
会 山部委員長のもと、地域の魅力を “食” から発信する参加
型イベント「北大阪YEGグルメ-１グランプリ」を開催いたし
ます。

本事業は、地域の企業・教育機関・行政、そして住民の皆
様と連携し、多くの人が集い、交流しながら地域の新たな価
値を生み出すことを目的としています。

最大の特徴は、「誰でも参加できる」来場型・参加型イベン
トであること。グルメグランプリでは、ご来場いただいた皆
様が実際に料理を味わい、「美味しい！」と感じたお店に投
票。その一票一票によって、北大阪のNo.1グルメが決定しま
す。来場者一人ひとりが主役となり、イベントを一緒に創り
上げることができる特別な一日です。

さらに当日は、地域の皆様によるステージショーや、子ど
もたちが楽しめる縁日もご用意。ご家族連れからお一人様ま
で、世代を問わず楽しめる内容となっております。

食べて、楽しんで、参加する。
北大阪の魅力と人のつながりを体感できるこのイベントで、

地域の新たな一歩を一緒に創りませんか。

　令和８年度地域共創委員会委員長の山部耕
次と申します。
　2026年７月26日にニッペパークにて枚方
市・寝屋川市・交野市の飲食店を30店舗集
い、No.1グルメを決定するイベントを企画
致しました。イベント後に、実際お店で飲食
できるものや販売されるもの限定で出品して頂きます。１日で完
結する事業ではなく、開催後も飲食店と地域がつながり、人と経
済が動くことで、地域が活性し、次につながる価値があると考え
ております。
　皆様のご参加を心よりお待ちしております。

山部委員長より

地域とつながる参加型イベント 地域とつながる参加型イベント 

北大阪YEGグルメ-1グランプリ開催のご案内北大阪YEGグルメ-1グランプリ開催のご案内
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青年部 Young Entrepreneurs Group Information 青年部https://kitaosaka-yeg.jp/

北大阪商工会議所 青年部北大阪商工会議所 青年部

商工会議所青年部【YEG】は
次代の地域経済を担う
若手経営者の集まりです。

会員募集

令和８年度スローガン

令和８年度会長　鳳 山 成 志感謝×全力×挑戦

〒573-1159 枚方市車塚１丁目１番１号 輝きプラザ「きらら」６Ｆ　枚方市立地域活性化支援センター内
TEL：072-843-5163　FAX：072-841-0173　北大阪商工会議所青年部事務局　https://kitaosaka-yeg.jp/

ご興味のある方は
こちらへ　　


